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一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
年
金
・
医
療
等
の
社
会
保
障
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基

本
方
針
二
〇
〇
六
」
（
平
成
十
八
年
七
月
七
日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
、
毎
年
度
、
概
算
要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方

針
を
決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
二
十
一
年
度
に
つ
い
て
は
、
「
平
成
二
十
一
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
年
七
月
二
十
九
日
閣
議
了
解
）
に
お
い
て
、
高
齢
化
等
に
伴
う
増
加
等
か
ら

各
般
に
わ
た
る
制
度
・
施
策
の
見
直
し
に
よ
る
削
減
・
合
理
化
を
図
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
年
金
・
医
療
等
に
係

る
経
費
に
相
当
す
る
額
に
六
千
五
百
億
円
を
加
算
し
た
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
要
求
す
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
年
金
・

医
療
等
に
係
る
経
費
等
特
定
の
経
費
に
関
連
し
て
、
新
た
な
安
定
財
源
が
確
保
さ
れ
た
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
予
算

編
成
過
程
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
度
及
び
平
成
二
十
三
年
度
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
給
付
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
同
時
に
、
国
民
の
暮
ら
し
か
ら
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
、
社
会
保
障
の
機
能
強
化
、
給
付
と
負
担
の
在
り
方

一



な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
暮

ら
し
の
安
心
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
社
会
保
障
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
に
信
頼
さ
れ
る

社
会
保
障
制
度
を
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


